
 

 

 

 

 

 
 

 ぴっぴ！ぴっぴ！応援団が走ってる!!  
リーダーを先頭に校長室の前を一生懸

命走る応援団！ 
「はやくこ～～い！」 リーダーの気合が
桜並木の向こうから響きます。 

「すごい応援団だ！ そうか，紫波の競技場に響くあの応援はここにあったのか。」 
来週の陸上記録会に向けて，練習にも熱が入ってきました。そして，それ以上に応援

の子ども達の頑張りが素晴らしいです。 
 応援担当の先生がおっしゃいました。 
「先輩が築いてきた伝統だと思います。」 
選手が頑張るのは当たり前です。選手は競技場に立

てば頑張らざるを得ません。しかし，選手の力を引き
出し，高めてくれるのは，応援の力です。 
 応援団はむしろ競技者にも勝る「応援アスリート」
であると，この応援練習から強く感じました。 
 選手・応援団が一つとなり，チーム煙山の力を発揮
してほしいと思います。 
 保護者の皆様，９月１３日(火)当日は，選手はもち
ろんのこと，煙山小学校応援団にも是非ご声援をお願いいたします。 
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８月下旬から９月

中旬まで，各地区でお
祭りが開催されてい
ます。 
先日，熊野神社のお

祭りに子どもたちが
お神輿（みこし）を担ぐ

というのでその様子を見に行っ
てきました。 
子どもたちは神社に神妙に参

拝し，いざ出発。２時間かけて
練り回るのだそうです。こういう活動を通して，子ども達の心に「ふ
るさと矢巾」が刻まれていくのだと思います。子供会の世話人さん，

各地区の役員の皆さんに，心から敬意を表します。 
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９月後半の主な行事予定 

日 曜 内  容 

10 土 吹奏楽東北大会 郡山市 
12 月 陸上壮行会 
13 火 陸上記録会 
15 木 4年社会科見学 
18 日 敬老会 吹奏楽部出演 
19 月 敬老の日 
20 火 持久走大会 
22 木 秋分の日 
23 金 1年動物公園見学 
26 月 3年社会科見学 
28 水 2年調理場見学 

 

教育の道は  

「家庭の教へで芽を 

出し、 

学校の教へで花が 

咲き、 

世間の教へで実が 

成る」 
 明治３１年（１８９８年）４月に熊谷市
の妻沼地域にあった幡羅（はたら）高等小
学校が保護者あてに出した通知の一部 
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 ９月４日早朝，被災地岩泉に向かいました。 
岩洞湖から薮川までは快適なドライブ。その懐

かしい見慣れた光景が一変したのは，早坂トンネ
ルを抜けた直後からでした。 
 その早坂トンネルは真っ暗でした。まるで行く
手の惨状を暗示するかのようでした。 
坂道を下るたびに，いたるところで道路に散乱

する土砂，流れ出る沢水。車の進行を妨げます。
途中の道の駅「三田貝分校」も閉鎖しています。 
 道幅を狭くする泥や流木を避け，門地区に入っ
て愕然としました。 
異様に広くなった川幅。町が狭くなっている！

と同時に，川に向かって傾きかけた家々。その家
に家財がなく，道
路から川が抜けて
見えます。家屋の
形状を留めていない！ 泥にまみれた商店，屋根に押しつぶさ
れた小屋…。 
旧道を下ると道路がえぐられ，あるいは陥没のため通行止め。

U ターンしてバイパスに出ると，
左下に広がる被害の状況に，かつ
て見慣れた門小学校の周辺の情景
は見るも無残な姿です。 

小本川の堤防の擁壁が粉々になり河原状態になっています。妨
げが無くなった濁流は，容赦なく周辺の家々，田畑を襲ったこと
は想像に難くありません。 

門小学校に入ると多くの消防自動車が待
機。学校体育館は支援物資の集積所となっ
ていました。 
そこから下ること約５ｋｍ。かつて勤務していた小川小学校にたどり

着きました。 
この地域で民生委員をして

いる K さんに被害地域をご案
内いただきました。 

案内をしながら Kさんは「百年に一度くるかこない
かの災害だった。」と肩を落としました。 

国道から沢に
入ると，土砂で埋
まった家屋があ
ちこちにみられ
ます。 
川の洪水とともに，山からの土石流，いわゆる「山津

波」が猛威を振るったのです。川と山との板ばさみの中，
かろうじて命が助かった人たち。その中のある方がこん
なことを語ってくださいました。 
「立っているこの１．５ｍ下に今まで通っていた道路が
埋まっている。実はこの場所
は昔，水が流れる沢だった。

今も昔も水は流れやすい場所を見つけて流れる。」 
自然の中に生きる人間として胸に刻まれた言葉でした。 
岩泉の町の中にはまだ行けないとのこと。下流に行けば行くほ

ど被害が甚大ということです。 
これからどんな支援をしていったらよいか悩みながら後ろ髪を

引かれる思いで現地を後にしてきました。 
被災された方々へお見舞い申し上げると共に，亡くなられた

方々とご遺族の皆様に心からお悔やみ申し上げます。 

濁流にもまれながら橋にひっかかり，
ダムをつくった流木や家屋の構造物 

かろうじて家は流され
なかったものの…。 

軽トラが流され放置さ
れたまま。 

埋まった軽ワゴン 

一階は土砂で埋まっています。 

いたるところで電柱がな
ぎ倒され，電線，電話線
が寸断されています。 

町の中に泥と瓦礫が充満。人手
だけではどうにもなりません。 
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